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～夏季管理、病害虫防除は状況を確認して実施！～ 
 

佐渡農業普及指導センター羽茂分室 

１ 気象・生育状況 

７月 20日の梅雨明け頃以降、8月 1日を除き 26日間降雨がなく、日照時間も平年比 150％程

度という状況です。８月６日以降、最高気温が 30℃を超える状況が続いています。 

８月９日の生育調査では、果実肥大は「平核無」が平年比 104％、「刀根早生」103％と大玉

傾向です。葉色 SPAD値は両品種とも平年を下回っているものの、6月下旬以降は適正～濃いと

考えられます。 

表 南部おけさ柿生育調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 栽培管理作業について 
（１）摘果 

・適正着果量を目標に、葉果比が最終的に 12～15枚／果程度となるよう、特に日焼け果に留意
して仕上げ摘果をしましょう。その後は、果実が水分の貯蔵庫の役割をするので、気温の低
下や降雨がみられるまで摘果はせず、様子をみましょう。 

（２）病害虫防除 
・カメムシ類は、８月に入ってから１日当たりの誘殺数が増加
しています。園地への飛来や被害果がみられる場合、防除暦
の注意事項を確認しながら、ハスモンヨトウとの同時防除に
配慮して、効果のある薬剤散布について検討して下さい。 

・ハスモンヨトウの８月誘殺数は多い状況が続いています。 
また、８月 14～15日には羽茂、小木、赤泊の生育調査地点で 

   卵塊、ふ化直後や体長５～10㎜の幼虫の発生、園内他樹への拡散が確認されています。 

各自、園地の発生状況を確認し、ふ化直後～若齢幼虫が多くみられる場合は早急に防除しま
しょう。尚、ボルドー体系で防除暦５回目と６回目、無ボルドー体系で臨時（８月上旬）と
６回目を入れ替えて散布している場合、幼虫の大きさや発生量を考慮し、より効果の高い  
薬剤を使用するかを検討して下さい。 

・うどんこ病、すす点病も散見されます。防除間隔が開きすぎないように、留意しましょう。 
（３）除草 

・伸びすぎた雑草からは水分が蒸発し、樹体が利用できる水分が減少します。草丈 30cm以上の
園地は水分の蒸散を低減するため除草しましょう。 

（４）農作業事故防止 
・乗用機械、刈払い機等を用いたり、脚立で昇降する作業等は、特に注意しましょう。 
・気温の高い日が多くなり、防除や除草等、農作業時の事故が懸念されます。なるべく一人作

業にならないよう周囲の方々と協力して行いましょう。 
・熱中症にならないよう水分補給をしっかり行い、できるだけ涼しい朝晩に作業を行いましょ

う。但し、暗くなり過ぎての作業も危険なので注意しましょう。 

6/25 7/10 7/25 8/10
06/25 07/10 07/25 08/10

本年 24.1 36.9 49.4 59.0 50.9 54.1 56.5 57.6
前年 22.7 39.6 50.8 60.8 51.2 55.2 56.6 57.6
平年 21.9 35.4 47.2 57.2 54.3 57.6 59.3 61.3
本年 24.0 36.3 50.1 59.4 50.1 54.3 56.6 57.0
前年 22.3 39.5 50.9 61.4 51.1 55.3 57.4 59.2
平年 21.6 34.9 46.9 57.4 52.4 55.8 58.0 60.7

平核無
（６園平均）

刀根早生
（３園平均）

品種 調査年 ヨコ径(mm)
葉色（SPAD値）果実


